
一NOC技術ノート No. 289 

ノクラック630について(1)

今回は， ゴムの耐熱性，耐屈曲性及び耐オゾン性向上

に有効な老化防止剤ノクラック630(混合ジアリールーp-

フェニレンジアミン）の特徴について紹介する．

ノクラック630は，表 1に示したように熱による揮散

性が小さく，また油頬 (n-ヘキサン）に対する溶解度も

小さいため，持続性の優れた老化防止剤となるまた，

ノクラック DPも持続性の優れた老化防止剤であるが，

ノクラック630に比べてブルームしやすく源加量は限定

される (1phr以下）．一方，ノクラック630は，ゴムと

の相溶性が大きく，ブルーム性は小さいため，多量に添

加することができ，ゴムの耐久性をより向上させること

ができる．

（表 1)

老防止化剤

(g溶/100m解l)(20土度s0I)c) 減量150率°C(加%熱)21, 

クロロ トル nーヘキ
ホルムエンサ ン

1 h 6h 10h 

630 32 20 0.2 2.9 5, 1 7. 0 
DP 4,6 2.5 0.2 0.4 2.8 7. 1 
810-NA 49 64 1. 1 12. 1 68. 7 82.4 
6C 73 5.3 13.8 58. 1 74.9 

ノクラック630をNR, CR及び NBRに配合した場合

のムーニースコーチ及びレオメータ試験，熱老化試験，

屈曲試験，オゾン試験の結果を，表 2から表 8に示す．

ムーニースコーチ及びレオメータ試験結果（表 2)か

ら，ノクラック630は、耐スコーチ性及び加硫速度に悪

影響を及ぼさないことがわかる．熱老化試験結果（表 3)

から，ノクラック630は， DP, 810-NAと同程度の酸化

防止効果を持つことがわかるまた，屈曲試験結果（表

4の NR配合）から，ノクラック630は，高温 (100°c)

でのきれつ成長の抑制及びきれつの発生の抑制に，特に

有効であることがわかるまた，オゾン試験結果（表

5~8)から， NR配合（表 5)及ぴ NBR配合（表 6)

では，ノクラック630はノクラック810-NAに比べ耐オ

ゾン効果は劣るが， CR配合（表 7~8) では，ノクラ

ック810-NAより優れたオゾン劣化防止剤となり，燃料

油浸潰ゴム試料においてもノクラック630の持続した耐

オゾン効果が認められる．

pーフェニレンジアミン系老化防止剤の中で，ノクラッ

(93) 

ク630のような N,N'―混合ジアリールーpーフェニレンジ

アミンは， CR配合において，耐オゾン効果が最も優

れ，かつ耐スコーチ性が最もよいことが知られている玖
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実験

I. 配合

〔NR配合〕

NR 100, ステアリン酸 3, 酸化亜鉛 5, HAFブラッ

ク50, プロセスオイル10, 硫黄 3, ノクセラー MSA

0.6, 老化防止剤試料 1

〔CR配合〕

CR(W)!OO, ステアリン酸1, 酸化亜鉛 5, 酸化マグ

ネシウム 4, SRFブラック 30, エチレンチオウレア

0.5, 老化防止剤試料 1

〔NBR配合〕

NBR (中高ニトリル，非汚染性） 100, ステアリン酸

1, 酸化亜鉛 5, SRFブラック 50,DOS 5, 硫黄0.5,

ノクセラー TT2, ノクセラー CZ1, 老化防止剤試

料2

2. ムーニースコーチ及びレオメータ試験

ムーニースコーチ： JIS K 6301に準拠， ML-

1(125°C) 

レオメータ (ODR):6cpm, 振幅 30

（表 2)

630 DP 810-NA無添加
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〔CR配合〕
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3. 熱老化試験〔NR配合， CR配合〕

JIS K 6301に準拠，試験管加熱老化試験機

（表 3)

老化時
問(h)

Te 恥 M100 H, 

変化率 (o/o) (JISA) 
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(CR配合〕 老化温度120°0,150°CX30分プ レス加硫
物
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（注） 老化時間 O(h)は初期物性を示す。 Tn,Miooは
〔MPa〕，恥は（％〕

4, 屈曲試験〔NR配合〕

145°CX40分プ レス加硫物， DeMattia試験機

介 日本ゴム協会誌

（表4)

(mきmれ/10つ0成0回長) •1 きれ（回つ）発•2生

室温 100°c 室温 100°c 

630 0,9 1. 5 3万 2万
DP 0.9 1. 5 2. 7万 2万
810-NA 0. 7 1, 6 2.5万 1. 8万
無添加 1. 1 2.0 1万 0,5万

*1 2mmのきれつが12mmまで成長する屈曲回数の
1000回までの平均成長 (mm)

•2 きれつが発生するまでの屈曲回数

5. オゾン試験 JISK 6301に準拠

(NR配合） （表 5)
145°C X 35分プ レス加硫物， 50 pphm, 40°C 

5 %伸長 7.5%伸長 10%伸長

630 5h(A-2) 3h(A-2) lh(A-2) 
DP 5h(A-2) 3h(A-2) lh(A-2) 
810-NA 8h(A-1) 5h(A-1) 3h(A-1) 
無添加 3h(A-2) 1h(A-2) lh(B-2) 

〔NBR配合〕（表 6)

150°CX 10分プ レス加硫物， 50 pphm, 40°C 

常 態 燃料油浸潰試料.,

5%伸張 10%伸張 5%伸張

630 lOh(A-2) 2h(A-1) 5h(A-2) 
DP lOh(A-2) 2h(A-1) 5h(A-2) 
810-NA 12h(A-1) 4h(A-1) 5h(A-2) 
無泳加 9h(C-1) lh(A-1) 4h(C-1) 

•3 燃料油 Dに約22h(約20°C)浸潰，乾燥試料

(CR配合） 150°CX30分プ レス加硫物
（表 7) 静的オゾン試験

常 態•4 燃浸潰料試料油., 

40%伸張 80%伸長 20o/o伸張

630 なし(>480h) なし(>480h) 200h(A-1) 
DP なし(>480h) なし(>480h) 200h(A-1) 
810-NA なし(>480h) なし(>480h) 50h(A-1) 
無添加 8h(C-2) 8(C-2) 24h(A-2) 

*4 100 pphm, 40°C 
•5 50 pphm, 40°C, 燃料油 Bに約24h(約20°C)浸潰，

乾燥試料

（表8)
動的オゾン試験， 50pphm, 40°C 

常 態 燃料油浸潰試料.,

630 
DP 
810-NA 
無添加

0~30%伸張

28h(A-1) 
30h(A-1) 
25h(A-1) 
6h(A-1) 

0~15%伸張

lOh(A-1) 
lOh(A-1) 
8h(A-1) 
4h(A-1) 
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